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お料理レシピ●子どもにとって“おやつ”は食事の一部です！

　“キャンパスは琵琶湖、テキス
トは人間”、滋賀県立大学の

教育理念を表す開学以来のスロ
ーガンです。「学びの場は大

学構内にとどまらない」「人々と
の多様な出会いが学びを導

く」という思いをこめた表現でし
ょうか。フィールドワークを

重視している本学は、自然科学系
の学部・学科でも地域の課題

と結びついたとりくみをしてい
ます。「人間を理解する」こと

が第一の目的である人文・社会
系を含む人間文化学部の諸学

科ではなおさらです。地域の商
店街や保育園、福祉施設など

の生活の場、教育や就労の場に
お邪魔して、現場ならではの

学びを得たり、現場のさまざま
にかかわる共同プロジェクト

を企画したりしています。さら
に多くの教員が海を越えて朝

鮮半島から中国、モンゴル、イン
ド、イラク、シリアからアフリ

カ、ヨーロッパにいたる諸地域
の暮らしとその歴史を解明す

る研究にとりくんできました。
現地での調査には学生も参加

することが多く、調査地からは
さまざまなおみやげ話が届き

ます（うみかぜだより４号、６号
、７号参照）。

　フィールドワークを推進する
のは「自由と多様」になじみ、

尊重する精神です。本学の教職
員に少なからず共有されてい

るこの学風は、昨年亡くなられ
た初代学長の日高敏隆さんが

大切にされたものでもありまし
た。動物行動学者として、生命

あるものの振る舞いをありのま
まに眺めた先生は、周囲が型

にはめて「教える」よりも本人が
自ら「学ぶ」ことの意義を強調

されました。「育成する」と身構え
るより、「育つ」姿を見守り、支

える姿勢を持つことを説かれま
した。「人が育つ」にふさわし

い環境整備をこそ、おとなや社会
に求めておられたのでしょう。

　開学まもないころ、当時人間
文化学部教授の小貫雅男さん

が組織した調査隊に参加した際
のエピソードとして、日高先

生が語っておられたことが心に
残っています。一足先に現地

に到着しているはずの小貫先生
をめざして道もない草原を車

で走る旅。たまたま出会った遊
牧民に目的地の方角を尋ねる

同行の案内人。そして、「あっち！
」と大きな指さしで応えてく

れる草原の人。そして再び走り
出す車。その後何度か出会う

遊牧民との間で同じように繰り返
される「どっち？」「あっち！」。

こんなことで草原の一点でしか
ない小貫先生に会うことがで

きるのか、と不安を募らせる車中
の人。しかし、繰り返される「ど

っち？」と「あっち！」の指さしに
よって、見事に車は草原の中

の一つのゲルに辿り着き、そし
てその中に確かに小貫先生が

待っておられたとのことです。
旅中の不安や再会の安堵に共

感しつつ、あらためて考えると、草
原での「どっち？」「あっち！」

の指さしリレーは、繰り返される
かぎり、必ず人を目的地に導

くものだとわかります。いかに
も知的で心豊か、人間的なか

かわりが草原では実践されてい
たのです。

　たとえそこに道はなくとも、出
会える誰かがいれば、出会う

べき誰かを支える暮らしがあれ
ば、人は進んでいけるのだと

思えます。

連絡先／子育ち応援ラボ「うみかぜ」● tel .090 -7343-2405● E-mai l usp-umikaze@ni fty.com ● URL http://umikaze.sub.jp/

お
し
ら
せ

「ゆったり子育てしよう」についての感想をおよせください！ 

　うみかぜだより０～８号の
「ゆったり子育てしよう」で

は、０～６歳までの子どもの
発

達をどのように理解できるの
か、親や周囲のおとなたちは

どのように関わっていったら
い

いのかを考えてまいりました
。記事を読まれて、みなさま

はどのような感想をお持ちに
な

られたでしょうか。疑問に思
われたことやご質問などもあ

わせて、よろしければ下記連
絡

先までメールでおよせくださ
い。いただいた声を参考に、

子育ちや子育てについての情
報

交流をさらに進めてまいりた
いと思います。どうぞ、よろ

しくお願いいたします。

匂い識別装置（FF2-A島津製作所製）

　爽やかな季節、子どもたちも外で遊ぶ機会が多くなってきます。日々成長し、活発に活動
する子どもにとって、健全な発育のためにも十分な栄養をとることはとても大事なこと！　
離乳が終わり、1歳児では1日に1000kcal、5歳児では1300kcal程度のエネルギーが必要
です。お母さんの1800kcalと比べて意外に多いと思いませんか？
　しかし、子どもの胃や肝臓は成人に比べ1/5程度と小さく、また、消化・吸収の機能も十
分発達していません。そこで、3度の食事だけで必要な栄養素を満たせないために、1～2歳
児では10時頃と3時頃の2回、3～5歳児では3時頃に間食をとって補う必要があります。
間食は子どもにとって大きな楽しみであり、心に喜びや満足感を与え、情操の形成にも役立
ちます。内容としては、食事で不足しがちな糖質食品、乳製品、果物などを組み合わせ、軽い
ものがよいでしょう。また、水分の補給も忘れないでください。

管理栄養士でもある岡本秀己さん
（滋賀県立大学人間文化学部）と
岡本ゼミの学生のみなさんに
考えていただきました。

果物を切っただけ
でも
O
K！

材料　　　

さつまいも 200～300ｇ

りんご １個

砂糖 大さじ２

材料　　　５個分

牛乳 320cc

コーンスターチ 32ｇ

水 60cc、砂糖 大さじ２

黄桃缶詰 120ｇ

作り方

①鍋に牛乳、コーンスターチ、水、砂糖を入れ、弱火にかける。しゃ

　もじで底から混ぜながらとろりとなったら、水でぬらした型に

　流し入れて冷やす（すぐに固くなるのですばやく）。

②黄桃とシロップを加えて、ミキサーにかけ、ピーチソースを作る。

③①を皿に取り出し、ソースを上からかける。

作り方

①さつまいも（紅芋などでもよい）は輪切りまたは半月に切り、水

　につけてあくを抜く。

②リンゴは四ツ割りにし、芯を取って乱切りにする。

③鍋にさつまいも、りんご、砂糖を入れ、ひたひたに水を加え、とろ

　火でやわらかく煮る（レンジでも可）。

④ヨーグルトやアイスクリームを添えて。

りんごとさつまいもの
シロップ煮

ブラマンジェ

ソースは、イチゴを細かく刻んで砂糖をふりかけたもの、キウイをすり
おろしたものなど、家にあるものでかまいません

＊

　脂っこい物をたくさん食べたあと、赤ちゃんが

おっぱいを嫌がったというようなことは経験され

る方もいらっしゃるのではないでしょうか？ 匂い

識別センサーという機械（写真）を使用して、お母

さんの食事と母乳の匂いの関係を調査したお話を

ご紹介します。その機械には９個のセンサーが搭載

されていて（ヒトの鼻にある匂いセンサー（受容体）

は347個！）、センサーに匂い物質がどれくらい結合

するかで匂いをパターン化して表現できます。これ

を使って、授乳中のお母さんがカレーライスを食べ

た前後での母乳の匂い変化を測定しました。すると、

お母さんの普段の摂取食品数が少ないと母乳の匂

いが大きく変化することがわかりました。その際、

匂いに大きな変化のあった母乳を飲んだ赤ちゃん

は乳房への吸い付きが悪いことも観察されました。

　これらのことから、お母さんが好き嫌いしないで

様々な食品を食べて、母乳中にいろいろな食品の匂

い成分を出しておくと、初めて出会う匂い成分が母

乳に出ても赤ちゃんがビックリしないで

すむのでは？と考えられます。授乳

中からお母さんが好き嫌いしな

いことが、なんでも食べる子

に育つ第一歩かもしれま

せんね。



「第３の世界」をつくりだす
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き
ゅ
う
り
が
で
き
た

作
詞
作
曲 

不
詳

ふ れ あ い 遊 び

き
ゅ
う
り
が
で
き
た

き
ゅ
う
り
が
で
き
た

き
ゅ
う
り
が
で
き
た

さ
あ
食
べ
よ 

塩
ふ
っ
て
パ
ッ
パ
パ

塩
ふ
っ
て
パ
ッ
パ
パ

塩
ふ
っ
て
パ
ッ
パ
パ

　
　
　
　
　

パ
ッ
パ
パ

板
ず
り
キ
ュ
ッ
キ
ュ
キ
ュ

板
ず
り
キ
ュ
ッ
キ
ュ
キ
ュ

板
ず
り
キ
ュ
ッ
キ
ュ
キ
ュ

　
　

キ
ュ
ッ
キ
ュ
キ
ュ

ト
ン
ト
ン
き
っ
て
ね

ト
ン
ト
ン
き
っ
て
ね

ト
ン
ト
ン
き
っ
て
ね

ト
ン
ト
ン
ト
ン

お
て
て
を

ぱ
っ
ち
ん

い
た
だ
き
ま
〜
す

3

4

5

●過去の記事をご覧になりたい方はこちらから http://umikaze.sub.jp/kodomo/home.html

「話す」から「語る」へ

乱暴なふるまいや汚いことばも

世
界
の
子
育
て

　

     

お
江
戸

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
は
じ
ま
り
、オ
ラ
ン
ダ
、キ
ュ
ー

バ
、タ
ン
ザ
ニ
ア
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ト
ル
コ
、チ
ベ
ッ

ト
、モ
ン
ゴ
ル
と
、大
陸
を
ま
た
い
で
各
地
の
子
育
て
を

ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。世
界
の
子
育
て
を
見
る
と
、そ

の
あ
り
よ
う
は
国
や
地
域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
子
育
て
と
の
違

い
に
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

　

私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
子
育
て
。そ
れ
は
現
代
日
本
で

の
事
情
で
す
。振
り
返
っ
て
、江
戸
時
代
の
子
育
て
は
ど

の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。今
回
は
、江
戸

時
代
の
日
本
の
子
育
て
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

江
戸
の
時
代
、生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
に
は
た
く
さ
ん

の「
親
」が
い
た
そ
う
で
す
。自
分
を
生
ん
だ
実
の
親
の
ほ

か
、助
産
の
役
を
担
い
、子
ど
も
を
こ
の
世
に
最
初
に
取

り
上
げ
た「
取
り
上
げ
親
」、最
初
に
授
乳
を
し
た「
乳
付

け
親
」、子
ど
も
を
一
時
預
か
り
育
て
た「
拾
い
親
」、子
ど

も
の
名
前
を
つ
け
た
「
名
付
け
親
」
な
ど
な
ど
。
こ
れ
ら

「
仮
親
」と
い
わ
れ
る
大
人
た
ち
は
、情
愛
を
抱
い
て
子
ど

も
に
接
し
、そ
の
関
係
は
子
ど
も
が
大
人
に
な
る
ま
で
維

持
さ
れ
ま
し
た
。子
ど
も
に
は
、実
の
親
の
ほ
か
に
も
、保

護
や
援
助
を
し
て
く
れ
る
大
人
が
身
近
に
何
人
も
い
た

の
で
す
。

　

こ
う
し
た
風
習
の
背
景
に
は
、地
域
の
大
人
が
共
同
で

子
ど
も
の
成
長
に
責
任
を
も
ち
、子
育
て
に
取
り
組
も
う

と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。妊
娠
期
の「
帯
祝
い
」

か
ら
は
じ
ま
り
、「
産
飯
」
、「
三
日
祝
」
、「
宮
参
り
」
、「
食

初
」と
、風
習
と
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
も
次
々
に
お
こ
な
わ

れ
、家
以
外
の
大
人
が
子
ど
も
の
成
長
に
自
然
と
関
わ
る

仕
組
み
が
あ
り
ま
し
た
。こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
繰
り
返

し
を
と
お
し
て
、子
ど
も
は
徐
々
に
地
域
の
人
々
の
輪
に

入
っ
て
い
き
ま
し
た
。ま
た「
子
守
」の
風
習
が
あ
り
、生

後
半
年
も
過
ぎ
る
と
子
ど
も
は
日
中
、年
長
の
子
ど
も
た

ち
の
輪
の
中
で
過
ご
し
ま
し
た
。「
子
守
」を
す
る
子
ど
も

た
ち
は
、幼
な
子
の
世
話
を
し
な
が
ら
遊
び
ま
す
。子
守

を
し
た
子
ど
も
と
さ
れ
た
子
ど
も
の
間
に
は
、成
長
後
も

親
密
な
関
係
が
維
持
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
が
か
り
の
子
育
て
の
中
、子
ど
も
は
徐
々
に
親
か
ら

離
れ
、自
然
に
地
域
の
人
々
の
輪
の
中
に
入
っ
て
い
く
。

そ
ん
な
仕
組
み
が
、
江
戸
の
時
代
に
は
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
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教
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を『
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戸
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ら
考
え
る
」 
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出
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服部敬子 「シリーズ人間発達基礎講座４（5，6歳頃の発達）ー仲間を

くぐって自分づくりへ」 人間発達研究所．

田中昌人・田中杉恵 「子どもの発達と診断５ 幼児期Ⅲ」 大月書店．

岩田純一 「発達のなかのことばー二次的ことばの発達」発達121号，

ミネルヴァ書房．
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2 さあ食べよで座り、お母さんの

前に子どもを寝かせます。

板ずりキュッキュキュは、

身体のあちこちを上下に

さすります。

塩ふってパッパパは、子どもの目の前で手をグッパーし、

　初めは「おててを～」でキョ

トンとしている子どもも、く

すぐられると身体をひねった

り、声をだして笑い、大喜び　 

くすぐられまいとその場から

逃げようとする子どももいま

すが、すぐに戻ってきて再度

お母さんの前に寝て、お母さ

んの手を自分の身体に持って

いったり、自分の身体を両手

でトントンして“もう１回！！”

のアピールをします。２回目

を行う頃には、すでに「きゅう

りができた」の段階で声を出

して笑っていますよ　

　お母さんと向き合って、身

体をさすったり、トントンし

たりしてくれることに大喜び

の子どもたち　 体調をくず

しやすい季節ではありますが、

子どもといっぱい触れ合い、

心も身体も元気に過ごしてい

きたいものですね。

きゅうりができた きゅうりができた

きゅうりができたは、子どもを抱っこし、

　　　　　　  左右に揺らします。

　５歳前後になると、親しいものだけでなく、未知の世界や他者（仲間）

を取り入れていき、新しい豊かな「自分」の世界をつくっていきます。

　子どもたちは、保育園・幼稚園へ通うことによって、集団のルールや役

割を持って活動するようになります。おねしょもしなくなり、昼寝も必

要としなくなるでしょう。そして、仲間とともに、家庭や保育園・幼稚園

以外に、自分たちだけの新しい「第３の世界」を持ち始めます。遠くの友

だちの家へ自転車で行ったり、さらにその友だちと一緒に別の友だちの

ところへ行ったりもします。

　この第３の世界で、初めて自分でやってみること、我慢すること、借り

ること、約束することなどを体験しながら、自制心が鍛えられ、自分の周

りの世界や他者のことがわかるようになります。遊びの中で、ルールに

よって位置を入れ替えたり、役割を交代したり、いろんな遊びを教えあっ

たりもします。

　なかなか帰ってこなかったりすると、親としては心配にもなります。

遊んでいる子どもたちを見守りつつ、親同士

のつながりもうまくつくっていけるといい

ですね。

　遊びを通して仲間との関係をつくってい

くので、遊びをめぐって仲間との葛藤やいざ

こざも増えてきます。そのため、自分とは違

う仲間に自分の思いや主張を伝えることが

必要になってきます。つまり、仲間にわかる

ように話し、話されることばを仲間が理解するという「語りことば」が必

要になってきます。

　仲間との共同生活をつくっていくために、自分の思いや主張を仲間に

語るのです。そのような仲間との体験を通して、仲間だけでなく、自分自

身にも語ることになり、自己表現への意識が育ってきます。そしてそれ

は「書きことば」や、自分が自分に向かって語るという「内なることば」の

形成へとつながっていきます。内なることばによって、自分が自身に言

い聞かせる、ことばで考える、行動を調節することができるようになっ

ていくのです。

　また、対話による仲間との人間関係は、相手との共通の世界を広げます。

これまで以上に相手に共感し、理解できるようになってきます。「協力す

る」という意識も成長してきます。

　５歳前半のころ、親や保育者のそばにいて、お手伝いをしたり認めても

らうことを喜んで従順であった子どもたちは、５歳後半ごろから乱暴に

ふるまったり、「うるさい・アホ・バカちゃう！・そんなことも知らんの！…」

などの汚いことばを使うようになったりもします。これは、ものごとを、

親の判断でなく、自分でとらえなおして判断し

ていることのあらわれともいえます。自分の人

生の主人公である「自分自身」を発見して、いっ

ちょまえに、意見表明しているのです。自分を

見つめる力が育ってくると乱暴なふるまいや

汚いことばも変わってくるでしょう。

おててを　ぱっちん
いただきま～すで
子どもをこちょこちょ

くすぐります。

6

トントンきってねでお母さん

の手を包丁に見立て、子ども

の身体をトントンします。
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